
大野市公告第３０号 

 

   大野市総合教育会議運営要綱を次のように定める。 

 

         平成３１年４月１６日 

 

                     大野市総合教育会議 

 

 （趣旨） 

第１条 この要綱は、大野市総合教育会議設置要綱（平成３１年告示第１０８号）

第１０条の規定に基づき、必要な事項を定めるものとする。 

 （招集手続） 

第２条 大野市総合教育会議（以下「会議」という。）の招集は、市長が会議開催

の場所、日時及び議題を各構成員に事前に通知して行う。ただし、会議を緊急に

開催する必要が生じた場合は、この限りでない。 

２ 会議を開催するに当たっては、当該会議開催の場所、日時及び議題をあらかじ

め公表するものとする。ただし、会議を緊急に開催する必要が生じた場合又は会

議を非公開とする場合は、この限りでない。  

 （会議の公開） 

第３条 会議の公開は、会議の傍聴を希望する者に、市長が会議の傍聴を認めるこ

とにより行うものとする。 

２ 公開する会議において、会議の会場に一定の傍聴席を設けるよう努めるものと

する。 

３ 会議の傍聴は、大野市教育委員会傍聴規則（昭和２９年教委規則第２号）を準

用する。この場合において、同規則中「教育委員会の会議」とあるのは「会議」

と、「教育長」とあるのは「市長」と読み替えるものとする。 

 （会議の非公開） 

第４条 次の各号に該当する場合は、市長は会議の一部又は全部を非公開とするこ

とができる。 

 (1) 大野市情報公開条例（平成１６年条例第４号）第７条による非公開情報が含

まれる事項について、会議で協議、調整等（以下「協議等」という。）を行



う場合 

 (2) 会議を公開することにより、公正又は円滑な運営に著しい支障が生じ、会議

の目的が達成できないと認められる場合  

 (3) 前２号に掲げるもののほか、公益上必要があると認められるとき。  

 （公開又は非公開の決定） 

第５条 会議の公開又は非公開の決定は、市長が、教育長と協議して行うものとす

る。 

２ 市長は、会議の協議等の事項に非公開とすべき事項とそれ以外の事項とがある

場合において、協議等を容易に分離して行うことができると認められるときは、

教育長と協議して非公開とすべき事項に係る部分を除いて会議を公開するものと

する。 

３ 市長は、公開の会議中において、会議を非公開とすべきであると認められるに

至ったときは、会議に諮って会議を非公開とすることができるものとする。  

４ 市長は、会議の非公開を決定したときは、その理由を明らかにするものとする。  

 （議題の提示及び決定） 

第６条 会議における議題については、企画総務部政策局総合政策課又は教育委員

会事務局（以下「事務局」という。）において案を作成し、市長及び教育長と調

整のうえ、決定する。 

 （議事録の作成及び公表） 

第７条 会議の議事録は、事務局が会議の都度作成し、市ホームページにおいて公

表するものとする。 

２ 第４条の規定により会議を非公開とする場合は、前項の規定に関わらず、市長

は会議に諮った上で、議事録の一部又は全部を非公表とすることができる。  

 （委任） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、会議の運営に関し必要な事項は、会議が別

に定める。 

   附  則  

 この要綱は、会議が決する日から施行する。 


